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1, はじめに 

令和 4 年 8 月に発生した大雨に伴って，道路区域外から

流入した土砂・流木により，国道 113 号（新潟県）で顕著

な被災を受けた．近年，これらの被害を軽減することを目

的に，災害に強い国土幹線道路ネットワークの強化対策の

ための道路リスクアセスメント要領（案）1)の考え方が新た

に示された．これを受けて，道路盛土における土砂災害防

止対策（国土強靱化）に向けた取り組みとして，区域外か

らの大規模な土砂流入等に対する更なる効果的なハード対

策工法の提案が求められている．そこで，本稿ではこれま

で筆者らが取り組んできた新たな対策工の設置事例（国内

初）について，構造の概要や適用事例について報告する． 

2, 提案する道路盛土における土石流対策構造の特徴 

現在，土石流発生のおそれのある渓流等を横過する高速

道路の盛土では，図-1 に示す盛土の上流側に盛土横断排水

工の閉塞軽減対策を目的とした構造の設置が求められてい

る 2), 3)．なお，この対策工は上流の道路区域外から流入する

土砂や流木による盛土横断排水工の閉塞や，それに伴う盛

土内への流入水の浸透による盛土崩壊等を防止する構造で

なければならない 2), 3)．しかしながら，この閉塞軽減工の詳

細な構造や形状等に関して，マニュアル等において示され

ていない．また，小型砂防堰堤等の対策工を盛土構造の上

流側に設置する場合，別途の対策工設置のための追加用地

取得や，日常的な維持管理（点検含む）等の更なる負担が

懸念される 4)． 

そこで，筆者らはこれらの課題を解決するために，海外

で設置された土（盛土）で構築された土石流対策施設にお

ける排水対策工（写真-1：中央）5)を参考に，図-2 に示す

道路盛土横断排水工における閉塞軽減構造を新たに提案し

ている 6)．図-2 に示すとおり，本構造は盛土法尻部内（道

路用地内）に構築できるため，追加の用地取得が不要であ

る．なお，提案に際しては，確実な排水機能の確保するた

めに，水路実験により検証している 7)．実験結果 7)によると， 
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図-1 道路盛土カルバート工手前に設置する対策工の概要図 2), 3) 

写真-1 渓流に設置された盛土形式の土石流対策工の外観 

（カナダ；チャールズ・クリーク）5) 

Water

L1

Decant 
structure 

Banking

Drain pipe

Water

Highway road

Concrete wall

Debris flow and 
debris wood

Water to 
seprate

図-2 提案する道路盛土横断排水工における閉塞軽減構造 6) 

図-3（下）に示す閉塞構造（水平部材による透過部）の下

流背面に存在する壁体（背面体：Backboard wall：Wall）の
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図-3 閉塞軽減構造における背面板が捕捉機能に与える影響 7) 
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図-4 対象区間（中国横断自動車道：姫路鳥取線） 
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図-5 対象流域の平面図（流域面積A=0.018km2） 

効果より，細粒土砂等の捕捉機能が，図-3（上: No-wall）

の構造と比較して，約 4 倍程度に向上することが分かって

いる．また，本構造の主部材はコンクリートと鋼材であり，

期待する耐荷性能は土石流等の外力を想定している．なお，

本対策工については，近年，報告された事例集 8)等におい

ても紹介されている． 

3, 提案する対策工の適用（社会実装）事例の報告 

令和 4 年 3 月に開通した中国横断自動車道（播磨新宮～

宍粟間：図-4）において，前述までの提案する盛土横断排

水閉塞軽減対策構造が複数箇所で設置された．なお，その 

 

写真-1 施工された道路盛土における土石流対策工の設置状況 

表-1 対象となる高速道路と横過する渓流状況 
Basin conditions Value 

Embankment height 8.1 m 
Basin area  0.018km2 
Riverbed slope Watershed avrage 10 deg. 

crossing point 6 deg. 

一例として，流域平面図と設置状況を図-5 と写真-1：にそ

れぞれ示す．また，盛土や渓流条件を表-1に示す．表-1に

示すとおり，盛土高は 8.1m，横過する渓流の流域面積は

0.018km2，横過する地点の渓流勾配は 6 度，上流域の平均

渓流勾配は 10 度である．なお，これらの条件は，山間部の

道路が横過する平均的な渓流条件と同じ規模である 3)．ま

た，写真-1（右）は盛土天端からの状況に示されるとおり，

路側帯からの点検により，閉塞や堆積状況の把握が容易で

あることが推測される．今後，盛土規制法 9)に基づく沢に

埋められた宅地盛土等における更なる排水対策に向けて，

更に改善していく予定である． 
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